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	－開会　午後3時―

1.　教育長あいさつ

2.　委員長あいさつ
3.　議事
まず①放課後児童健全育成事業（青い鳥教室）について事務局から説明をお願いしたい。
【事務局説明】
　事業団で補足説明はあるか。
　報告のあったとおり、様々な形で支援員の求人、また賃金等の検討を行っているが、人材不足から非常に厳しい状態が続いている。
　また、夏休みに入り児童数も増加しているため、一般の派遣会社からの増員や基本的には女性という支援員に関しての考え方を改め、男性を採用したり、年齢についても応募があれば、幅広く対応し、何とか進めている。
　今お聞きした中で、人材不足と面積の不足を課題として受け止めているが、市で他に課題だと思っている点はあるか。
　また、飯山校区の面積不足については、今後どのような対応になるのか聞きたい。
　他の課題としては、教室内の活動の質や支援員の質等が挙げられるが、一番根底にあるのは、人材不足だと考えている。面積の不足に関しても、支援員がいないことで新しい教室を増やすことが難しい状態が続いていると考えている。子供教室との連携についても現状4教室にとどまっているため、双方の理解を進めて連携できる体制を整える必要があると思う。
　人材不足の問題はあるが、支援員の質は下げないでほしいと思うので、力を入れてほしい。
　校舎内に青い鳥教室を抱えている学校は、学校の協力が必要だと思う。特にコロナ禍は間隔を取ることが必要だったため、多目的教室をお貸しし、距離がとれるよう配慮した。
　また、青い鳥教室の加入率は学校にも影響がある。例えば、1～3年生の半数が青い鳥教室に加入していることから、下校班をつくる際に朝の登校班と同様のメンバーでつくると青い鳥教室利用児童が抜けるため、班として成り立たなくなった。そのため、児童の下校を色別下校とし、子どもたちが戸惑わないよう工夫している。こうしたことからも、学校としても青い鳥教室の利用率は非常に重要なデータとなってきている。
　青い鳥教室の利用児童が増えてきている中で、従来型の下校の仕方等、学校の都合のようにいかないことが、他でも起きているのではないかと思う。
　青い鳥教室は、昼食は弁当を持ってくるのか。
　家庭からお弁当を持ってくる場合もあれば、注文弁当を行っているため、注文を受けている。
　他の市町村であれば、保護者から夏休みはお弁当を作らなければいけないため、
給食センターを動かしてほしい等の意見があるが、丸亀市は福祉事業団で子ども用弁当があるということで利便性が良い。
　丸亀市内で、学校がどれほどタブレットを使って宿題を行っているのか知りたい。また、今後どれくらいの期間で宿題等をタブレットで行うようになるのか知り
たい。
　教育委員会としてタブレットの利活用については進めていくこととしているが、家庭学習に使うまでは、現状進んでいない。国の施策であり、子どもたちの学習の充実のためにも、タブレットを活用していくことが、必要なことだと考えるため、環境を整備していきたい。
　子供教室でプログラミング教室などをしていると聞いたが、タブレットを使ったりしているか。
　他の教室でプログラミング教室をしているところはある。他市町村では、タブレットで夏休みの宿題が出ているところもある。県内でも丸亀市は遅れていると思う。
　タブレットを日常活用するならば、青い鳥教室での操作の課題等が出てくると思うが、時代の流れとしては、今後タブレットを活用することになると思う。
　丸亀市では、タブレットを導入する段階から機械本体を家庭に持ち帰らず、IDとパスワードがあれば、家庭の端末でクラウドにアクセスし、学校と同じ活動ができるようなシステムを入れている。そのため、クラウド上にあるデータを読み込んで宿題を提出することは可能だ。
　次に②放課後子供教室事業について事務局から説明をお願いしたい。
【事務局説明】
　高校生ボランティアの参加イベントは、ありそうでない。子供教室のような事業は、保育所や小・中学校のように自分たちが通った道ではない可能性があるため、イメージしにくいと思う。市としても積極的に展開すると高校生の動きも出てきやすくなり、将来の担い手づくりにつながる。
　青い鳥教室には高校生ボランティアは入っていないのか。
　入っていない。大学生アルバイトはあるが、ボランティアでの受け入れは行っていない。
　それは何か制約があるのか。高校生で意欲のある子がいても受け入れが難しいのか。
　青い鳥教室だと組織的に誰が管理するか等により恒常的には難しいと思うが、期間限定で3日間だけ等であれば、検討できないことはないかと思う。
　今年度も将来教員を目指している大学生が小学生の子どもたちの体験の場を自分達も体験してみたいということで受け入れを行った。高校生ボランティア受け入れの場合でも、市から積極的に学生に話を聞いてもらえる機会を作っていただけたら、教室としてもありがたいと思う。
　今年度、高校生ボランティアの受け入れを行っていただくcoco育は大手前高校に活動資料を持っていき、説明する機会を設けたので、希望があればお話しいただければと思う。
　社会福祉協議会の高校生ボランティア部とのやりとりと聞いていたが、変更したのか。
　当初は、高校生ボランティア部と話を進める予定だったが、双方の求めているものがマッチングできず、ボランティアに力を入れている大手前高校に直接依頼することとなった。
　高校生、大学生にしてもインターンシップのような仕組みづくりができれば、地域の居場所づくりの経験をすることができると思う。
　コミュニティの健全育成部会では、小中高と連携を取りながら事業を進めているが、当日の準備や司会進行等を子どもに任せると大人が思っている以上に子ども達自身が生き生きする。要求をうまくつかむことができれば、子どもたちや大人の協力も得られるため、地域との連携については、大人が全て決めて行うより、大人が見守り子どもが実施していくというスタンスで今後も行いたい。
　公民館の前で秋にコスモス祭りを行う際、中高生や大学生が参加してくれ、高齢者の交流も行うことができている。今年度は昨年度より多くの人に関わってもらいたい。
　若者は学校外のところで自分を試す機会が必要であり、地域の大人と一緒に協力することは学校ではできない体験だと思う。様々な世帯背景を持った方がいるため、子ども達との繋がりを見つけることで、子ども達を孤立させないよう、地域の居場所として取り組みを続けてほしい。
　コロナ禍では学校の行事が中止ばかりで、親として子どもがつらそうにしているのを見て、かわいそうだと感じていた。地域の方たちと活動できることは保護者としても嬉しいので、中高生がこういったボランティアに触れる機会を増やしてもらえればありがたい。
　この会では、青い鳥教室と子供教室について議論しているが、青い鳥教室にも子供教室にも参加していない子どもたちが一定数いると思う。様々な事情があるかと思うが、かぎっ子の子どもたちがトラブルに巻き込まれるという可能性はあるので、そういった子どもたちを含めて地域で見守るという体制ができればよいと思う。現在、各教室工夫して活動してくれているため、そういった視点も持っていたほうがよい。
　子育て支援課では、次の子ども未来計画の策定にあたってアンケートを行った。集計の結果、5年前と比べると保護者の就労状況が大きく変わっていると感じた。15％程度共働きの家庭が増えているのではないかというのが就労状況の調査で見えてきている。青い鳥教室の利用状況についても、自然の流れとして数字として表れていると思う。
青い鳥教室や地域であっても人材不足がベースにあり、子どもたちを支援するための活動も必要だが、参加している親御さんに声をかけ、スタッフとして参加してもらったり、若い学生さんにも参加してもらったりと、うまく巻き込みながらしていくことが大切だと感じている。

　丸亀市のアンケートの話をしていただいたが、やはり就労状況が全体的に上がってきており、5年後にはますます上がっていると思う。
　保育所までは、待機児童対策を行うが小学校になると青い鳥教室か子供教室くらいしかなくなるため、どうやって子供たちの放課後を今後支えていくかが課題になる。
　城坤地区の場合、共働き家庭が増え、自治会の加入率は40％を切っている。自治会に加入していない家庭とは関りがなく、親との関係も希薄になっている。自治会のイメージがあまり良くないため、費用がかからないようSNSを使って情報提供をしっかり行い、親との関係をゆるやかに築いていこうと考えている。その上で行事を行うことができれば、つながりが一つ増えていくのではないか、担い手づくりにもつながるのではないかと思う。
　最後に非常に素晴らしい可能性を秘めたお話をいただいた。やはり物事は言葉にすることが大事なので、ゆるく市民の中でつながりを作っていけたら、他の取り組みでも広がっていくかもしれないので、新しい活動に発展できればいいと思う。
本日の会を終了したい。皆様お疲れ様でした。
－閉会　午後4時15分－
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